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太夫照らされ　迫力の摺り太夫照らされ　迫力の摺り
　この地に春を呼び、豊作を祈願する「南部地方えんぶり」。2月8日この地に春を呼び、豊作を祈願する「南部地方えんぶり」。2月8日
から9日の2日間にわたり、町内で開催されました。から9日の2日間にわたり、町内で開催されました。
　ふくちアイスアリーナでは「かがり火えんぶり」が行われ、照明に　ふくちアイスアリーナでは「かがり火えんぶり」が行われ、照明に
よる演出のなか、「福田上えんぶり組」が勇壮な摺りを披露しました。よる演出のなか、「福田上えんぶり組」が勇壮な摺りを披露しました。



名
川
秋
ま
つ
り
は
江
戸
時
代
以

来
の
歴
史
が
あ
り
、
山
車
で
南
部

手
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
、
全
国
的

に
み
て
も
特
徴
的
な
祭
り
で
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
祭
り
の

起
源
を
解
明
し
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

指
定
を
見
据
え
、
平
成
30
年
度
か

ら
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
は
、
記
録
映
像

と
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書

を
制
作
。
調
査
に
よ
っ
て
、
祭
り

と
手
踊
り
山
車
の
始
ま
り
が
明
ら

か
と
な
り
、
今
年
１
月
、
町
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
文
化
財
指
定
に
あ
た
り
、
名

川
秋
ま
つ
り
の
起
源
で
あ
る
御み

こ
し輿

渡と
ぎ
ょ御
行
列
と
、
最
大
の
特
徴
で
あ

る
手
踊
り
山
車
の
始
ま
り
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

御
輿
渡
御
行
列
の
始
ま
り

名
川
秋
ま
つ
り
は
、
剣
吉
諏
訪

神
社
の
例
大
祭
が
起
源
の
祭
り
で

す
。
例
大
祭
の
中
心
的
行
事
は
、

上
中
町
公
民
館
か
ら
南
部
芸
能
伝

承
館
隣
の
お
仮か

り
や屋
ま
で
の
御
輿
渡

御
行
列
で
、
そ
の
起
源
は
約
２
５

０
年
前
に
遡
り
ま
す
。

元
々
の
剣
吉
諏
訪
神
社
の
祭
礼

は
、
境
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
祭
り
で
は
湯ゆ

た
て立
（
※
神
前
に

窯
を
据
え
て
湯
を
沸
か
し
、
巫
女

が
持
つ
笹
な
ど
を
湯
に
浸
し
た
後

に
自
身
や
周
囲
に
振
り
か
け
る
儀

式
）
や
神
楽
に
加
え
、
相
撲
や
人

形
小
屋
な
ど
の
興
業
が
打
た
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

祭
礼
の
た
め
に
御
輿
が
作
ら
れ

た
の
は
、
明め

い
わ和
８
（
１
７
７
１
）

年
で
す
。
御
輿
は
京
都
で
建
造
さ

れ
、
現
在
の
八
戸
市
の
鮫
港
を
経

由
し
て
、
剣
吉
に
運
ば
れ
ま
し

た
。
そ
の
年
は
八
戸
藩
か
ら
御
輿

通
行
の
許
可
が
下
り
ず
、
翌
明
和

９
（
１
７
７
２
）
年
に
許
可
さ
れ

た
こ
と
が
八
戸
藩
の
記
録
に
あ
り

ま
す
。
神
社
に
は
明
和
９
年
に
奉

納
さ
れ
た
御
神
鏡
や
神
楽
太
鼓
、

商さ

ぎ

り
宮
律
鉦か

ね

、
の
ぼ
り
旗
が
伝
来
し

て
お
り
、
明
和
９
年
に
祭
具
を
調

達
し
て
御
輿
渡
御
行
列
が
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
行
列
の
様
子
を
伝

え
る
史
料
と
し
て
、
寛か

ん
せ
い政
元
（
１

７
８
９
）
年
の
行
列
帳
が
あ
り
ま

す
。「
神
楽
」「
獅
子
踊
り
（
現
在

の
鹿
踊
り
）」「
志
や
切
（
現
在
の

商さ

ぎ

り
宮
律
）」
な
ど
、
現
在
も
行
列
に

参
加
し
て
い
る
民
俗
芸
能
の
記
述

も
あ
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
行

列
の
原
型
が
、
江
戸
時
代
に
形
作

名
川
秋
ま
つ
り
　
町
文
化
財
に
指
定

２
５
０
年
の
歴
史
と
手
踊
り
山
車
の
始
ま
り

江戸時代から続く御輿渡御行列

山車と行列
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ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
剣
吉
諏
訪
神
社

で
は
、
年
番
制
に
よ
り
、
総
代
か

ら
１
名
が
年
番
長
、
役
員
か
ら
３

名
が
年
番
に
選
ば
れ
、
１
年
間
の

当
番
と
し
て
行
事
運
営
を
担
当
し

ま
す
。
例
大
祭
で
は
年
番
長
が
総

支
配
人
、
年
番
が
支
配
人
と
し
て

行
列
の
仕
切
り
役
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
江
戸
時
代
に
も
１
名
の
大

支
配
人
と
２
名
の
支
配
人
が
行
列

を
統
括
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以

来
の
名
残
が
、
現
在
の
体
制
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

手
踊
り
山
車
の
始
ま
り

名
川
秋
ま
つ
り
最
大
の
特
徴

が
、
南
部
手
踊
り
な
ど
を
披
露
す

る
４
台（
上
仲
町
・
荒
町
・
桜
町
・

桜
本
町
）
の
手
踊
り
山
車
で
す
。

各
山
車
に
は
芸
能
集
団
で
あ
る

社し
ゃ
ち
ゅ
う
中
の
芸
人
や
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
乗
り
、
剣
吉
町
内
を
門か

ど
づ付
け

し
な
が
ら
手
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
に
、

上
町
と
下
町
（
現
在
の
荒
町
）
か

ら
初
め
て
神
社
行
列
の
附
け
祭
と

し
て
山
車
が
出
さ
れ
、
明
治
44（
１

９
１
１
）
年
に
は
桜
町
も
加
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
頃
の
山
車
は
馬
車

を
用
い
た
も
の
で
、
現
在
の
も
の

よ
り
も
背
が
高
く
、
山
車
を
回
す

時
に
重
心
を
失
っ
て
倒
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
の
桜

町
の
記
録
に
「
芸
者
ノ
宿
泊
料
」

と
あ
り
、
こ
れ
が
確
認
で
き
る
最

古
の
手
踊
り
山
車
に
関
す
る
記
述

で
す
。
大
正
８
年
に
は
八
戸
の
芸

者
衆
を
乗
せ
た
こ
と
、
大
正
12
年

に
は
南
部
手
踊
り
の
先
駆
者
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
栗く

り
や
ま
よ
し
た
ろ
う

山
由
太
郎
が

手
踊
り
を
披
露
し
た
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
か

ら
、
大
正
時
代
か
ら
山
車
で
の
南

部
手
踊
り
披
露
が
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

町
文
化
財
に
指
定

文
化
財
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、

江
戸
時
代
以
来
の
祭
礼
の
伝
統
が

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
、
大
正
時
代
に
始
ま
る
手
踊
り

山
車
が
１
０
０
年
以
上
続
き
、
祭

り
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
特
に

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、近
隣
の
祭
り
で
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
商
宮
律
が
伝
承
さ

れ
て
お
り
、簡
略
化
さ
れ
る
例
も

多
い
お
仮
屋
へ
の
御
輿
渡
御
が
残

っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
、名
川
秋
ま
つ
り
は

先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
き
た
、町
の
重
要
な
文
化
遺

産
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

山車での手踊り披露

桜町年代記より抜粋（桜町山車組所蔵）

剣吉諏訪神社で1月21日、指定書交付式が行われ、高橋教育長から名川秋まつり実行委
員会の山田賢司会長（左から4人目）に指定書が手渡されました
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スポーツ奨励賞　県大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
卓球

工藤博章、大澤翔吾、工藤恵太、塚本佳苗、工藤瑞斗、坂本大地、米山悠子、水梨結麗花、石井昌孝、
中村盛利、浅坂雪乃、荒田瑚和

バウンドテニス 澤口敏彦、田中保子、田口敦子、坂本秀子
陸上 工藤輝幸、福田由香人、川井慎、小泉心絆、野原悠
硬式野球 中田翔有
アーチェリー 中林葉月
ボクシング 松本永愛

剣道 工藤心優、中野寧音

サッカー 木村魁心
ソフトテニス 大下紘佑

スポーツ賞　東北・全国大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
ペタンク 佐々木茂、佐藤正彦、市沢千津子、滝田和徳
弓道 高森直樹
バウンドテニス 工藤毅
クレー射撃 中野正弥

ミニバスケットボール
工藤颯太、鎌倉幸作、坂旺凱、中野冬麻、田口蔵ノ介、松村涼太、鴨川賢人、嶋守悠、三浦奏和、佐藤煌晟、
田村陽斗、三浦綜真、佐々木舜理、岩間翼

空手道 工藤弦、秋葉大和
アーチェリー 田中伶岳
ソフトテニス 宮木裕進
サッカー 浅坂真桜
ボウリング 石橋心彩
剣道 佐藤政和、髙間慎平、福嶋紗愛
バスケットボール 佐藤誠真、浪岡龍之介
軟式野球 佐々木ひなた、工藤夕芽花
キャッチボール 庭田龍真
卓球 石井昌伸

優秀選手賞　県大会などで成績が2位、3位の成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
バドミントン 細越輝一

陸上
金野太郎、田中槇一、赤坂桜空、赤石聖那、五十嵐潤弥、戸館遼、若本煌生、久保田拓斗、四戸海翔、
工藤煌城、椛沢秀樹、松山祐誠、中村蒼空、掛端皇輝、赤澤健晴、工藤巧征、村上凜、根市愁大

ママさんバレーボール
日渡とし子、山田由里子、相田泰子、佐々木幸子、西塚真弓、小橋麻衣子、佐々木直子、中村真子、出町明美、
久保直美、日渡亜貴、板垣麗子、岩間優子、田村愛歩

水泳 小山田結南、米内胡心
ミニバスケットボール 髙橋蒼斗、門前瑛大、佐々木小次郎、田口蒼ノ介、下苧坪瑞、中野莉空、松村結太
サッカー 川守田蓮、横倉大空、
バレーボール 松井七穂

軟式野球
木村将也、大平理人、奥瀬宏一郎、佐藤龍我、沢口兼太、中澤理人、松尾拓実、横沢凛豊、八幡翼、夏堀望睦、
小笠原栄、夏堀凌太、金浜蒼陽、八幡翔太、藤嶋柊、小林龍門

ソフトテニス 久保珀温、根市蒼汰
剣道 大向蓮音
卓球 谷内葉菜
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南部町文化賞・スポーツ賞
　および　南部町体育協会優秀選手賞 表彰

　町教育委員会と体育協会から、文化活動やスポーツ活動で活躍した方に表彰状が贈られました。受賞者は次の方々
です。（敬称略）

文化賞　東北・全国大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
農業クラブ 川守田めい、宮木斗摩、木村優作、和田歩望、河門前瑠壱、山形葵

郷土研究 千浦瑠杏

パブリック・ディベート 小田原初夏、工藤那月、坂下啓仁

ワープロ 殿村漣

文化奨励賞　県大会などで優れた成績をおさめた個人や団体の構成員に贈られます
手踊り 川守田敦生、小山田結南

川柳 川守田潤子

マーチングバンド
山野貴未、濵谷純伶、石屋咲来、上山由真、大久保舞星、川原大輝、立花みちる、中村美心、村井美咲、
川守田萌衣、工藤陽菜、佐々木悠乃、上山真奈、名久井環花、川守田誠二、名久井柊花、福田真子

農業クラブ 沼畑央、川守田しずく

意見発表 東結

吹奏楽 橋本あおい、関根未羽

情報処理 沼畑はぐみ

日本語発表 坂本大起

研究発表 横町大地

絵画 福山斗愛
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町消防団に感謝状
南部町消防団が1月29日、警察活動に協力し

たとして、三戸警察署から感謝状と記念品が贈
られました。

昨年の10月31日、町内で高齢者の行方不明事
案が発生。三戸警察署の要請を受け、町消防団
が捜索に協力しました。

感謝状贈呈式には、南部町消防団のほか9団
体、7個人が出席。高橋徹署長が一人ひとりに
感謝状を手渡したのち、「より一層の支援と協
力をお願いします」と式辞を述べました。

馬淵川の整備を国土交通省へ要望
馬淵川流域4市町（八戸市・三戸町・田子町・

南部町）で構成する「馬淵川とともに生きる期
成同盟会」の会長である工藤町長と会員が1月
15日、国土交通省を訪問。高橋克法国土交通副
大臣ほか幹部職員に、馬淵川中流部の河川整備
の推進について要望しました。
主な要望事項
▶必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保

するための措置
▶馬淵川広域河川改修事業の早期完了に向けた

支援
▶現在の国直轄区間の整備促進と国による中下

流一体管理の実現
▶治水関係予算と人員体制の確保
▶流域治水を実践するために必要な予算の安定

的な確保

感謝状を受け取る石橋団長㊨

高橋国土交通副大臣（左から4人目）に要望書を手渡
しました

また、青森県全市町村で構成する「青森県河
川砂防協会」の会長を務める工藤町長が1月22
日、宮下宗一郎青森県知事とともに国土交通省
を訪問。中野洋昌国土交通大臣ほか幹部職員
に、令和7年度公共事業関係予算の青森県への
重点配分について要望しました。
主な要望事項
▶再度氾濫防止のため流域治水を推進
▶重要交通網等保全のため砂防関係施設の整備

を推進
▶老朽化対策の国の支援継続と必要な予算の重

点配分

石橋薫団長は「これからも様々な要請に応え
ていき、安全安心な町づくりに一致団結して取
り組んでいきたい」と話しました。

宮下青森県知事とともに、中野国土交通大臣㊧に要望
事項を説明しました
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Cherish　東北大会で金賞
マーチングバンド　全国大会出場

名川マーチングバンドクラブC
チ ェ リ ッ シ ュ

herishが1
月26日、仙台市で開催された「第28回マー
チング&バトン　オンステージ　東北大会」
のドリル&パフォーマンス部門小学生の部・
一般の部で、金賞を獲得。全国大会への出場
を決め、2月7日、役場を訪れ工藤町長へ報
告しました。

クラブ部長の大久保舞星さんは「全国大会
の出場が決まって嬉しいです。最高賞を獲得
できるよう、練習の成果を発揮して完璧な演
技をしたい」と意気込みました。

全国大会は2月16日に神奈川県で行われ、
見事銀賞に輝きました。 全国大会への出場を決めたCherishのメンバー

敬老祝金と顕彰状を受け取った藤田きみさん（下段㊥）

100歳の長寿を祝福
藤田きみさん、砂庭正司さんに敬老祝金

1月4日生まれの藤田きみさん（福田）と1
月19日生まれの砂庭正司さん（平）が100歳
の誕生日を迎えられ、町から敬老祝金が贈ら
れました。

藤田さん、砂庭さんとも自宅で家族が見守
るなか、工藤町長が「おめでとうございます。
長寿を目指して、ますます元気にお過ごしく
ださい」と、お祝いの言葉を添えて顕彰状と
敬老祝金などを手渡しました。

お二人とも足腰が丈夫で、工藤町長も「と
ても達者ですね」と、驚く場面もありました。

藤田さん、砂庭さん、お誕生日おめでとう
ございます。これからも元気で長生きしてく
ださい。

今年1月末現在、町には100歳以上の方が
24人おられ、最高齢は103歳の方が2人です。敬老祝金と顕彰状を受け取った砂庭正司さん（左から2人目）
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南部町こども家庭センター

ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

3歳児健康診査 R3.7～R3.8生 3月13日（木） 11時45分～12時20分
健康センター4歳児健康相談 R2.5～R2.7生 3月18日（火） 13時00分～13時20分

乳児健康相談 R6.6～R6.8生 4月15日（火） 13時00分～13時20分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 　実施している予防接種：�五種混合・ロタウイルス・B型肝炎・Hib・肺炎球菌・四種混合・二種混合・　実施している予防接種：�五種混合・ロタウイルス・B型肝炎・Hib・肺炎球菌・四種混合・二種混合・
　　　　　　　　　　　　MR混合・水痘・日本脳炎・ヒトパピローマウイルス・BCG　　　　　　　　　　　　MR混合・水痘・日本脳炎・ヒトパピローマウイルス・BCG

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　金曜日　 15時～15時20分 全種類

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　��9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日 � 9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　 � 9時～11時 全種類

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日 � 9時～11時30分
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　 � 9時～11時30分

全種類

はらだクリニック 月・水・金曜日　　 � 9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　 � 9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　 � 9時～11時
金曜日　　　　　　 � 9時～11時　14時～17時 全種類

福地こども園　☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　（金）・9時30分～11時
▶3月14日　お誕生会　▶3月21日　お別れ会
▶4月18日　はじめましての会
つどいのひろば（自由活動）　（水）・9時30分～11時
　3月12・19日、4月16日
子育てサークルにこちゃんクラブ　（月）・10時～12時
　3月10・17・24日、4月14日

なんぶこども園　☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　（水）・10時～12時
サークルちびこす　（火）（木）・9時～14時
　新年度は、4月中旬以降から予定しています。

チェリーこども園　☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　（木）・9時30分～11時
　新年度は、4月中旬以降から予定しています。

認定こども園�あかね幼稚園　☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　（火）・10時～11時30分
▶4月22日　いっしょにあそぼう

お子さんの予防接種の受け忘れはありませんか？

おいでよ！
子育て支援センター

予防接種は、お子さんを病気から守り、社会
全体に病気がまん延することを防ぐものです。
定期的に母子健康手帳を確認し、受け忘れのな
いようにしましょう。
※対象年齢を過ぎると有料となりますので、ご

注意ください。
※年長児対象の麻しん・風しん（MR）2回目接

種は、3月31日（月）までとなっています。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

定期予防接種一覧（対象年齢内は無料）
種類 対象年齢 回数

ロタウイルス 1価:出生6週から24週まで 2回
5価:出生6週から32週まで 3回

B型肝炎 1歳未満 3回
Hib 生後2か月～5歳未満

※接種開始時期により、回数が変わります 標準4回小児肺炎球菌
五種混合 生後2か月～7歳6か月未満 4回
四種混合 生後2か月～7歳6か月未満 4回
BCG 1歳未満 1回

麻しん・風しん
（MR）

1歳～2歳未満 1回
小学校入学前の1年間（年長児） 1回

水痘 1歳～3歳未満 2回

日本脳炎 生後6か月～7歳6か月未満 3回
9歳～13歳未満（小学4年生） 1回

二種混合 11歳～13歳未満（小学6年生） 1回
子宮頸がん
（HPV） 小学6年～高校1年相当年齢の女子 2～3回

(種類による)

※四種混合とHibワクチンを接種している方は、五種混合は不要です。
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「すこやか南部」通信 問合せ 健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

パート5

心の健康　支え合おう心といのち

3月は自殺対策強化月間
あなたやあなたの周りの人の心はお元気ですか？
複雑な社会・人間関係の中で生きる現代、人は

さまざまなストレスとともに生活しています。
つらい気持ちをひとりで抱えていませんか？

青森県「あおもりいのちの電話」
▶県民フリーダイヤル　☎0120-063-556
　毎月1日・15日　12時～21時
▶通常相談電話　☎0172-33-7830
　毎日　12時～21時
▶「あおもりいのちの電話」ホームページからメー

ル相談もできます。
生きづらびっと
（NPO法人自殺対策支援センターライフリンク）
▶毎日　8時～22時
▶「生きづらびっと」ホームページから相談
　（LINE、Facebook、WEB）

体や心の病気、介護や看護疲れ、人間関係のト
ラブル、失業、生活苦など、不安で押しつぶされ
そうなときは、一人で悩みを抱え込まずに、まず
は家族や友人、職場の同僚など、身近な人に相談
してみてください。

もし、身近な人には相談しづらい、あるいは相
談できる人が周りにいないというときは、相談窓
口を利用して、あなたの不安やつらい気持ちを伝
えてみてはいかがですか。

誰かに話すことで心が軽くなったり、解決の糸
口が見つかったりするかもしれません。

健康こども課では、心に不安や悩みのある方
に、保健師による電話・メール相談を行ってい
ます。
開設時間　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　8時15分～17時
電話相談　▶専用電話　☎090-9747-6341
　　　　　▶代表電話　☎0178-60-7100
メール相談　kokoro@town.aomori-nanbu.lg.jp
精神科医師による健康相談（要予約・無料）
　2～3か月に1回程度開催しており、広報等でお

知らせします。

周りの人にできること
身近な人の悩みに気づいたら、温かく寄り添い

ながら、悩みに耳を傾けましょう。
必要に応じて専門家への相談を勧めて、優しく

見守りましょう。

気づき　	家族や仲間の変化に気づいて声をか
ける

傾聴　　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
つなぎ　早めに専門家などに相談するよう促す
見守り　	温かく寄り添いながら、じっくりと見

守る

心の相談窓口（本人以外による相談にも応じます）

広報なんぶちょう 3月号9



予防接種はお済みですか？

「みなし健診」へのご協力のお願い
「みなし健診」とは、職場などで受けた健康

診断の結果を町に提出することで、町の特定健
診を受けたとみなす制度です。

メタボリックシンドロームに該当する方など
は、健診結果を提出いただくと、町の保健師・
管理栄養士による「特定保健指導」を受けるこ
とができます。

情報提供にご協力いただいた方には、粗品を
進呈します。健診結果は、町の健康づくり施策
の推進に役立てられます。
対象となる方（すべての条件を満たす方）
▶南部町国民健康保険加入者
▶40歳～74歳（昭和25年4月1日～昭和60年3月

31日生まれ）の方

▶令和6年4月1日から令和7年3月31日に職場の
健診（人間ドック含む）を受けた方
提出方法
①郵送または役場窓口での提出
▶令和6年度に実施した健診結果のコピー
▶「健診結果提出同意書兼質問票」
※様式は健康こども課で配布しているほか、町

ホームページからもダウンロードできます。
②オンラインによる提出
　質問に回答のうえ、健診結果内容がわかる画

像データまたはPDF等を添付してください。
提出期限　5月31日（土）
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

狂犬病予防注射料金の変更
4月1日より、狂犬病予防注射料金が値上がり

します。
狂犬病予防注射料金
　2750円→3050円

※ほか、狂犬病予防注射済票交付手数料550円
がかかります。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

対象年齢で接種していない予防接種がある場合は、期限までに接種しましょう。接種には事前予約が必
要ですので、各医療機関に予約してから接種を受けてください。

種類 対象年齢 期限

子ども

麻しん風しん（第2期） 年長児（小学校入学前の1年間） 令和7年3月31日（月）
2種混合 11歳以上13歳未満 13歳の誕生日前日
日本脳炎（第2期） 9歳以上13歳未満 13歳の誕生日前日
ＨＰＶワクチン 小学6年生～高校1年生相当の女子 16歳になる年度の3月末日

高齢者 肺炎球菌（任意接種）
65歳以上で、任意接種の申請をして予診票
を持っている方

令和7年3月31日（月）

予診票の再発行もできますので、健康こども課までお早めにお問い合わせください。
問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
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事故等にあったときは手続きを
交通事故や暴力行為などの第三者（自分以外

の人）による行為で病気やケガをし、国民健康
保険や後期高齢者医療を使って治療を受ける場
合は、必ず役場窓口へ「第三者行為による傷病
届」の提出をしてください。（保険会社による
代理届出も可能）

届出をすることで、国民健康保険や後期高齢
者医療を使うことができます。自己負担（3割
など）以外の医療費は、医療機関から保険者（南
部町国保または後期高齢者医療広域連合）に請
求され、保険者が加害者に代わっていったん立

て替えて支払い、後日、加害者へ請求します。
※次の場合は、国民健康保険や後期高齢者医療

を使うことができません。
▶加害者からすでに治療費を受け取っている場

合（示談済みなど）
▶仕事中の交通事故やケガなどの労災保険が適

用される場合
※骨折などの場合、ケガの原因確認のアンケー

トを実施していますので、ご協力ください。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
新たに後期高齢者医療制度に加入された方の保
険料の納め方

保険料は、年金からの天引き（特別徴収）が
原則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入
された方は、年金からの天引きが開始されるま
で時間がかかるため、加入当初は納付書で納め
ていただくことになります。

口座振替を希望される場合は、手続きが必要
です。これまで国民健康保険税（料）を口座振
替で納めていた方も、改めて手続きが必要です。

保険料は納期限内に納めましょう
保険料の納付にお困りの方は、税務課までご

相談ください。災害により住宅等に著しく損害
を受けたり、特別な事情により世帯主の収入が
著しく減少した場合など、保険料の減免が認め
られることがあります。
問合せ
▶税務課　☎0178-38-5962
▶健康こども課（健康センター）
　☎0178-60-7100

成年後見制度
成年後見制度は、認知症や知的障がいなどで

判断能力が不十分な方が、経済的な不利益を受
けることや生活上の不自由さを解消するため、
成年後見人が支援する制度です。
▶任意後見制度　	元気なうちに自分で後見人を

決めておきます。
▶法定後見制度　	判断能力が不十分な方のため、

家庭裁判所が後見人を決めます。

問合せ・相談先
▶八戸圏域成年後見センター
　（八戸市社会福祉協議会内）
　☎0178-24-1324

▶地域包括支援センター
　（健康センター）
　☎0178-76-2555
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毎月19日は「食育の日」　“食”について考えてみませんか?

今月の食育　太りすぎない・やせすぎない
太りすぎは、糖尿病や脂質異常症、高血圧症

などの生活習慣病の原因となります。一方、や
せすぎは、若い世代では貧血や骨量減少など、
高齢者では要介護状態の前段階となるフレイル

（虚弱状態）の要因のひとつとなります。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

体格（BMI）をチェックしよう
　BMI　身長と体重から肥満度を示すもの
　BMI=体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
　（例）身長160㎝　体重50kgの方
　50（kg）÷1.6（m）÷1.6（m）=19.53　BMI：19.5
BMI判定（18歳以上）
▶やせ：18.5未満　▶ふつう：18.5以上25未満
▶肥満：25以上

国語・算数・理科・社会・修学旅行など、仲
間と楽しく学びます。

はじめの会
10時～ 11時～

帰りの会1時間目 2時間目
60分 60分

※時間は変更となる場合があります。
目的　60歳以上の方のいきがいづくりを目的に、

学校方式にならい学びの環境を整え、参加者
の交流を図ります。

開催日　毎月第1・第3火曜日

まべち笑
し ょ う が っ こ う

楽校　クラスメイトを募集します
場所　町内公民館など
対象　町内在住の60歳以上の方
　　　男女あわせて20人を募集
※申込多数の場合は、新規入学希望者を優先し

抽選となります。
募集期間　4月1日（火）～18日（金）
申込方法　社会教育課または最寄りの公民館に

備え付けの申込用紙にてお申し込みください。
問合せ・申込み　教育委員会　社会教育課
　　　　　　　　☎0178-38-5969

マイナンバーカードとスマートフォン等をお
持ちの方は、役場窓口に出向くことなく、マイ
ナポータルからオンラインで転出届（南部町か
ら他市区町村への住所変更）の手続きができます。

引っ越し後は、転入先市区町村窓口に来庁し
て転入届が必要です。
※国内の転出・転入のみ対応しています。
準備するもの
▶マイナンバーカード（有効な電子証明書が搭

載されているもの。暗証番号の入力が必要です）
▶スマートフォンまたはパソコン・タブレット

端末等で、マイナンバーカード対応のカードリー

スマートフォン等から転出届の手続きができます
ダーがあるもの

▶マイナポータルアプリのダウンロード
▶新しい住所がわかるもの（アパート名・部屋

番号など）
※入力された転出情報が反映されるまで、平日2

日程度かかりますので、余裕を持って手続き
してください。

※マイナポータルの「申請状況」が「完了」になっ
ていることを確認してから、転入先の市区町
村窓口で手続きしてください。

問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

マイナポータル
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電池の種類
▶乾電池

▶コイン電池
※コイン電池は、直径
　が1円玉くらいの大き
　さで薄く、車のリモコンキーや電卓に使用さ

れています。電池のプラス（＋）面に「CR、
BR」の型式記号が表記されています。

処理の仕方
▶福地地区　絶縁処理後、回収協力店までお持

ちください。
▶南部・名川地区　絶縁処理後、透明な袋に入

れて、燃えないごみの日に青色コンテナの上
に置いてください。

※充電式電池（リチウム、ニッカド）とボタン
電池は、絶縁処理後、役場各窓口または回収
協力店までお持ちください。
問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963

電池の適正廃棄にご協力を

令和7年農地の賃借料、農作業標準賃金・機械作業標準料金

農地の賃借料
令和6年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a当り）は、以下のとお

りです。この賃金表は、普通農地の標準額となりますので、作業賃金を決める際には、年齢や労働条件、
その他の事情を考慮し、両者で協議のうえ決めてください。

地目 締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
田の部（水稲） 南部町全域 5000円 6000円 3000円 212
畑の部（普通畑） 南部町全域 7400円 1万2000円 3000円 41

※データ数は、集計に用いた筆数です。

農作業標準賃金と機械作業標準料金
　農家の皆さんが農作業をお願いするときの目安となる賃金と機械料金を定めているものです。

人

力

の

部

区分 標準額（円） 割増料（円） 摘要
田植 7700 1200

※標準額は、令和7年1月1日から12月31日まで適用する。
適用は下表の機械の部も同様とする。

※標準額は、1日実労働8時間を基準とし、8時間を超える場
合は25%の割増給を支給する。

※この賃金は男女共通とし、いずれも賄いなしとする。

脱穀 7700 1200
除草 7700 1200
稲刈り 7700 1200

りんご剪定 1万1500 1790
摘果 7700 1200
袋かけ 7700 1200
収穫 7700 1200

一般畑作業 7700 1200

機

械

の

部

区分 単位 標準料金（円） 摘要
水田耕起 10a当り 5500 ※ほ場整備未了田畑で、特に地形の悪い場合は、当事者が協

議のうえ決定する。
※田植（機械植）は、委託者が苗持ちとする。
※コンバインはひもを除く。
※金額は消費税を含む。

水田代かき 10a当り 6000
田植（機械植） 10a当り 6000
稲刈コンバイン 10a当り 1万4500
稲刈脱穀 10a当り 6000

乾燥機（生脱穀） 60kg当り 1500
畑耕起 10a当り 5500

問合せ　農業委員会　☎0178-38-5972
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名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　「ハートフルライブラリー」の皆さんによる読み
聞かせです。未就学のお子さんは、保護者同伴でお
越しください。
日時　3月23日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　3月10日㈪、17日㈪、24日㈪、31日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆オトナ相手の教え方	 関根　雅泰
◆新津春子流おうち掃除術	 新津　春子
◆コンビニ兄弟　4	 町田　そのこ
◆皇后は闘うことにした	 林　真理子
◆昇華	 今野　敏
◆PRIZE	 村山　由佳
◆雑草と恋愛（れんげ荘物語　9）	 群　ようこ
◆公孫龍　巻4	 宮城谷　昌光
◆山のフルコース	 はらぺこめがね

◆おしりたんてい	かいとうUのおとしもの	 トロル

ただいま、おかえり。� 石井麻木　写真／文

作者が東日本大震災から
12年間、毎月東北に通い、撮
り続けた写真。その写真に、
「１日１日を大切に生きて行
こうよ」と言うメッセージが
込められた写真絵本です。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

会計年度任用職員募集
職種　発掘整理等作業員
募集人員　15人
任用期間　5月1日（木）～10月31日（金）
勤務場所　旧南部幼稚園（大字相内字上ノ平45）他

勤務内容　	出土遺物実測、トレース作業、図版
作成作業、開発対応試掘調査にかか
る土砂運搬等

勤務日　	週4～5日程度、月20日以内の勤務、土
日・祝日は休業日

勤務時間　8時15分～17時　1日7時間45分
給料等　日額　8730円
手当等　	通勤手当（距離による）・期末手当・

勤勉手当
休暇　年次休暇・特別休暇
加入保険　	共済組合（健康保険）・厚生年金・

雇用保険・労災保険

受付期限　3月19日（水）
応募用紙　	社会教育課・福地公民館・南部公民

館に設置しているほか、町ホームペー
ジからもダウンロードできます。

申込方法　採用試験申込書・履歴書を社会教育
課に提出してください。

　受験書類を郵送する場合は、封筒の表面に「会
計年度任用職員採用試験申込書在中」と朱書
きし、南部町役場社会教育課宛（〒039-0592
青森県三戸郡南部町大字平字広場28-1）に送
付してください。
面接試験　期日・場所
　3月27日（木）・いちょうホール　町民室
※面接時間は応募者に後日通知します。
問合せ　教育委員会　社会教育課
　　　　☎0178-38-5969
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3 March
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON

芦屋　一般戦 徳山　一般戦 芦屋　一般戦 三国　一般戦 三国
一般戦

唐津　一般戦 三国　一般戦 唐津　一般戦 芦屋　一般戦 唐津　ヴィーナスシリーズ 徳山
一般戦

尼崎　GⅠ尼崎
センプルカップ 常滑　GⅠトコタンキング決定戦 平和島

GⅠトーキョー・ベイ・カップ
尼崎　GⅢオー
ルレディース

戸田
一般戦 平和島　一般戦 戸田

一般戦

平和島　一般戦 多摩川
一般戦 宮島　ヴィーナスシリーズ 尼崎

GⅢ 徳山　GⅡＭＢ大賞 浜名湖
一般戦 宮島　一般戦

蒲郡
GⅢオールレディース 大村　一般戦 蒲郡　GⅢ企業杯 丸亀　一般戦 若松

SGボートレースクラシック
住之江
一般戦

桐生　一般戦 住之江　一般戦 桐生　一般戦 住之江　ルー
キーシリーズ 桐生　一般戦 大村　一般戦

デーレース ナイターレース

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
　ごみステーションの更新により、町内会のごみを安全・清潔に集積することが可能となり、
暮らしやすさの向上が図られました。（8区町内会）

モーニングレース
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新
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は
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八
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市
の
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道

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　4月3日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

休日窓口開庁日
期日　3月15日（土）
　　　4月5日（土）・19日（土）
時間　8時15分～12時	※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和7年2月25日現在）

対先月比
人　口 16,121人 （－27）
男 7,672人 （－11）
女 8,449人 （－16）

世帯数 7,356世帯（－10）

「
も
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る
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受

診
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カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開通案内
八
戸
市　
新
大
橋
開
通
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学
生
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
、
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

産
前
産
後
免
除

届
出
に
よ
り
、
出
産
予
定
日

（
ま
た
は
出
産
日
）
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間
は
、
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
免
除
さ

れ
た
期
間
も
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
、
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て

年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

※
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
が

承
認
さ
れ
る
と
、
付
加
年
金
と

農
業
者
年
金
、
国
民
年
金
基
金

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
付
加
年
金
と
農
業
者
年

金
、
国
民
年
金
基
金
は
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
加
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

町
営
市
場
で
は
、
残
留
農
薬
に

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ

の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
申
請
は
、
役
場
・
支
所
の
窓

口
で
行
え
ま
す
。

免
除（
全
額
免
除・一
部
免
除
）申
請

本
人
や
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
一
部
納

付
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納

期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
猶
予
申
請

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

検査結果
残
留
農
薬
・
放
射
能
測
定

検
査
結
果

関
す
る
制
度
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
」
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、

食
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、

よ
り
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
流

通
さ
せ
る
た
め
、
残
留
農
薬
検
査

と
放
射
能
測
定
検
査
を
実
施
。
今

年
度
も
生
産
者
か
ら
サ
ン
プ
ル
検

体
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
次
の

10
品
目
を
検
査
し
ま
し
た
。

残
留
農
薬
検
査
で
は
、
一
部
の

品
目
で
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
す
べ
て
登
録
農
薬
の
た

め
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

放
射
能
測
定
検
査
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
不
検
出
で
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

検
査
し
た
品
目
　
青
梅（
豊
後
）・

あ
ん
ず（
八
助
）・
プ
ラ
ム（
大
石

早
生
）・桃（
川
中
島
）洋
梨（
バ
ー

ト
レ
ッ
ド
）・
和
梨（
幸
水
）・
ぶ

ど
う（
キ
ャ
ン
ベ
ル
）り
ん
ご（
早

生
ふ
じ
、紅
玉
、ふ
じ
、王
林
）・

き
ゅ
う
り・食
用
菊（
干
菊
）

問
合
せ
　
町
営
市
場

　
☎
０
１
７
９
・
22
・
０
０
１
１

農
産
物
直
売
施
設
名
川
チ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
「
名

川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
１
０
１
人

制度案内
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

募集案内
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

１
０
１
人
会　
会
員
募
集

会
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
資
格
　
南
部
町
内
に
住
所
を

有
す
る
女
性
（
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
な
ど
を
出
荷
で
き
る
方
）

※
漬
物
な
ど
の
加
工
品
や
苗
物
、

花
き
を
出
荷
で
き
る
方
を
歓
迎

し
ま
す
。

選
考
方
法
　
面
接
に
よ
る

申
込
方
法
　
事
務
所
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
月
～
土
曜
日
の
９
時
～

12
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
１
０
１
人
会

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
０
１
９
４

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

3月11日（火）

広告

広告

広告
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☎0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
���6時～8時�受付7時30分まで

★今月の休館日

27日（木）★3月生まれの方プール割引

大人 600円�小人 400円

利用期限3月31日（月）　町から配付の入浴無料券をぜひご利用ください

入浴無料券は温水プールと温泉、トレーニングジムを無料で利用できます。
5名様以上で無料送迎しますので、友人や知人お誘い合わせのうえ、ぜひ

ご利用ください。
※送迎は要予約です。

★無料利用券・お食事利用

　5名様から無料送迎

南部町産にこだわる�土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

フルーツクッキー　5枚入り　400円（うめ、カシス、キウイ、りんご、ココア）
南部町産果実のオリジナルジャムを使用した、甘さ控えめで優しい口当た

りのクッキーです。
土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類以上を

一堂に販売している販売店です。ぜひ、友人や知人、お取引先様に、贈答品
やお土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

南部町消防団員と同居ご家族様　温泉・プール・御宿泊・お食事は 特別割引料金

総合優勝制スポーツ大会軟式バレーボール競技大会
第15回南部町総合優勝制スポーツ大会軟式バ

レーボール競技大会が1月26日、南部町民体育
館で開催。優勝を目指し、男子（40歳以上）・8
チームと女子・8チームの計138人が熱戦を繰り
広げました。

男子優勝「大向チーム」 女子優勝「剣吉・森越チーム」

男子（40歳以上）
優勝　大向チーム

準優勝　あかねチーム　第3位　沖通チーム
女子

優勝　剣吉・森越チーム
準優勝　沖通チーム　第3位　大向チーム

広報なんぶちょう 3月号 18



漏電等による出火事例
▶架空引き込み線が風などでトタン屋根に接触した

ことで被膜が損傷、漏電し発火
▶経年劣化によりべランダの照明器具内に雨水が入

り、被覆が損傷した配線がショートし発火
※漏電は、使用していない建物でも、電気が通って

いる場所ならどこでも発生する可能性があります。
「ブレーカーが落ちる」「建物の金属部分に触れる
とビリッとする」など、万が一、漏電の可能性を
感じた場合は、すぐに電気工事業者に点検を依頼
しましょう。
問合せ　▶三戸消防署名川分署　　☎0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

電気火災に注意　出火事例を紹介

町営市場の販売状況（1月16日～2月15日）

3・4月の休場日
3月9日（日）・12日（水）・16日（日）・19日（水）・20日（木）・23日（日）・
　26日（水）・30日（日）
4月2日（水）・6日（日）・9日（水）・13日（日）・16日（水）・20日（日）・
　23日（水）・27日（日）・29日（火）

町営市場をご利用の皆さんへ
11月28日販売分より、通帳には「ナンブチョウカイケイカンリシャ」

名義で市場代金が振り込まれます。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ� ☎0178-76-2001

眼科
受付13時15分まで
※初診者は13時まで
診療13時～

青森労災病院医師��毎月��第2・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療13時～

青森労災病院医師
3月10日（月）・18日（火）・24日(月)
4月1日（火）

耳鼻咽喉科 受付15時まで
診療14時～15時30分

八戸市立市民病院医師・弘前大学医学部
附属病院医師　　毎週　月曜日・金曜日

循環器内科 受付15時まで
診療14時～16時30分

八戸赤十字病院医師��毎月��第1・第3水曜日

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）�

サンふじ（りんご） 1,074,773 342,221 318 234

王林（りんご） 49,634 14,010 282 175

シナノゴールド（りんご） 20,996 5,154 245 158

ぐんま名月（りんご） 12,246 2,854 233 195

はるか（りんご） 7,956 1,711 215 217

金星（りんご） 6,958 1,191 171 139

サンジョナゴールド（りんご） 4,418 1,050 238 153

紅玉（りんご） 1,294 341 264 177

長芋 22,690 7,600 335 241

にんにく 27,617 46,382 1,679 1,222

赤かぶ 9,210 1,268 138 125

ねぎ 6,870 2,503 364 222

土ねぎ 5,274 905 172 140

短根人参 3,820 576 151 118

キャベツ 690 164 238 37

ゴボウ 4,761 1,473 309 211

干柿 4,184 1,876 448 388

編集後記
　同級生がえんぶりの太夫を務めています。
普段のおどけた様子とは裏腹な気迫に満ちた
摺り。なかなか会う機会のない友達や学生時
代の恩師が見れば、驚くことでしょう。
　えんぶり以外でもまつりなどの行事がある
と、彼のことをよく見かけます。「地元にいる
から、やらされてるだけ」。そんなことを言い
ながらも地域へ貢献する姿に、頭が下がります。
　そんな彼をはじめ、伝統を継承し守ってい
る方々が町内には大勢いらっしゃいます。紙
面を通じ焦点を合わせることで、皆さんへの
応援に繋げていければと思います。　　【美】
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くどう　あおい ちゃん
（大向）

いずみやま　れいと ちゃん
（小向）

あけと　えま ちゃん
（大向）

うるしだ　とうま ちゃん
（高橋）

いがらし　ゆうしん ちゃん
（苫米地）

むし歯ゼロのむし歯ゼロの 元気な 元気ななんぶっこなんぶっこ
（１月16日 ３歳児健康診査）（１月16日３歳児健康診査）

※今月号に掲載しきれなかったお子さんは、来月以降の広報で掲載する予定です。

歩こう　春はすぐそこ
生物生産科と第1農場（果樹園）

生物生産科の生徒は、果樹園がある第1農場
での実習の際、片道900mを約10分かけて移動
し、実習に取り組みます。

これは、第1農場はかつての青森県苹
へ い か

果試験
場県南分場であり、名久井農業高校設立時は試
験場の2階を借りて授業をしていました。その
後、すぱーく名川付近に旧校舎が完成しますが、
現校舎へ移転する24年間のうち、20回にも及ぶ
馬淵川氾濫の水害に見舞われました。そこで、
地域住民の方々から土地を譲り渡してもらい、
現在の高台へ校舎を移転しました。

農場は移転前の場所を変わらず利用しており、
実習のたびに歩くのは大変ですが、同時に地域 モモの摘花実習の様子

の方々への感謝を忘れない時間となっています。
4月になればモモの摘花の実習が始まります。
春はすぐそこ、私たちは再び元気に歩き出します。
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